　　　都城市インターンシップ等促進補助金交付要綱
（趣旨）
第１条　市は、市への移住・定住の促進を図るために、企業が実施するインターンシップ又は市が実施する企業巡見（以下「インターンシップ等」という。）に参加する者に対して予算に定める範囲において補助金を交付するものとし、その交付に関しては、都城市補助金等交付規則（平成18年規則第64号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、この要綱によるものとする。
　（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
　　(１)　インターンシップ　市内に本社、支店、工場等を有する企業等（以下「地元企業」という。）が実施する就業体験をいう。
　　(２)　企業巡見　市が市内での就労を目的に実施する地元企業の見学をいう。
　（補助対象者等）
第３条　この補助金の交付の対象者となる補助対象者等は、次の表のとおりとする。
	補助対象者
	次に掲げる要件の全てを満たす者
（１）市外に居住していること。
（２）本市での就業を希望していること。
（３）インターンシップ等に参加する年度の４月１日において18歳以上であること。

	補助対象経費
	インターンシップ等への参加に要する次に掲げる経費（手配に係る手数料等を含む。）。ただし、インターンシップを実施する企業が次に掲げる経費の一部を負担した場合若しくは他の公的な補助金等の交付があった場合は、当該金額を除く。なお、同一の地元企業へのインターンシップ参加に対する補助金は、年度内において２回に限る。
（１）旅費（現住所から地元企業又は市役所の最寄りの駅又はバス停までの往復の公共交通機関を利用した交通費に限る。）
（２）宿泊費（インターンシップ等に参加するため市内の宿泊施設を利用したもの）

	補助率
	1/2以内（1,000円未満切り捨て）

	補助限度額
	25,000円

	申請に係る添付書類
	（１）都城市インターンシップ等促進補助金交付申請書・同意書兼誓約書（様式第１号）
（２）インターンシップ等報告書（様式第２号）
（３）インターンシップ等への参加に要した費用が分かる領収書等
（４）現住所及び年齢を証明できるものの写し
（５）その他市長が必要と認める書類


　（補助金の交付申請）
第４条　補助金の交付申請は、市長に対し、インターンシップ等への参加後１月以内又は会計年度末のいずれか早い期日までにしなければならない。
　（補助金の交付決定の通知）
第５条　市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、補助金の交付が適当であると認めるときは、都城市インターンシップ等促進補助金交付決定通知書（様式第３号）により申請者に通知するものとする。ただし、補助金の交付が適当でないと認めるときは、都城市インターンシップ等促進補助金交付却下通知書（様式第４号）により申請者に通知するものとする。

　（申請取下げの期限）
第６条　規則第７条第１項の規定による期日は、交付決定通知を受領した日の翌日から起算して14日以内とする。ただし、当該期限日が都城市の休日を定める条例（平成18年条例第２号）第２条に規定する休日に当たるときは、その翌日までとする。
　（補助金の請求）

第７条　第４条の規定により補助金の交付の決定通知を受けた申請者は、都城市インターンシップ等促進補助金交付請求書（様式第５号）により、市長に補助金の交付を請求するものとする。

　　　附　則（平成31年３月20日制定）
　（施行期日）
１　この要綱は、平成31年４月１日から施行する。

　（この要綱の失効）
２　この要綱は、令和６年３月31日限り、その効力を失う。
　　　附　則（令和２年３月23日改正）
　この要綱は、令和２年４月１日から施行する。ただし、附則第２項の改正規定は、令和２年３月23日から施行する。
　　　附　則（令和３年３月19日改正）
　この要綱は、令和３年４月１日から施行する。
様式第１号（第３条関係）
年　　月　　日　
都城市長　宛て
住  所
氏  名 　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
連絡先
メールアドレス

都城市インターンシップ等促進補助金交付申請書・同意書兼誓約書
補助金等の交付を受けたいので、下記のとおり関係書類を添えて申請します。
記
　１　交付を受けようとする補助金等の額
　　　　　　円
　２　補助事業等の目的及び内容
　　　※次の中から該当するものを選び、〇印をつけてください。
(1)　インターンシップ
　　　(2)　企業巡見

　３　添付書類
　　　(1)　インターンシップ等報告書
      (2)　インターンシップ等への参加に要した費用が分かる領収書等
　　　(3)　現住所及び年齢を証明できるものの写し（住民票、免許証など）
      (4)　その他市長が必要と認める書類
	暴力団排除に関する誓約書及び同意書

(1)　申請者は、都城市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員及び第３号に規定する暴力団関係者に該当しないことを誓約します。
(2)　都城市暴力団排除条例に基づき、市が暴力団を利することがないことを確認するため、市の求めに応じて申請者に関する個人情報を提供し、その情報を市が警察機関へ照会することに同意します。

(3)　誓約事項に虚偽があった場合又は同意事項に反した場合は、この補助金等の交付に関して不利益を被ることとなっても一切異議は申し立てません。

(4)　都城市補助金等交付規則及び補助事業等に関し、市の定めた交付条件を遵守します。
(5)　補助金等の交付条件又は都城市補助金等交付規則の規定に基づく補助金等の返還の請求を受けたときは、速やかに返還することを誓約します。
上記(1)から(5)までの事項について、確認の上、誓約及び同意します。
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　　


様式第２号（第３条関係）
年　　月　　日　
都城市長　宛て
住  所
氏  名 　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
インターンシップ等報告書
　下記のとおり（インターンシップ・企業巡見）の報告をします。
記
１　日時

　　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日
２　研修内容

※次の中から該当するものを選び、〇印をつけてください。
(1)　インターンシップ
　　(2)　企業巡見
３　研修先

　　※インターンシップへの参加の場合のみ研修先等を書いてください。
　　企業名　　　　：
　　企業の住所　　：
　　企業の連絡先　：

　　企業による証明：
	　　年　　月　　日から　　年　　月　　日まで弊社が実施したインターンシップに参加したことを証明します。
　　年　　月　　日　

企業名　：　　　　　　　　
担当者名：　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　


４　現住所から地元企業又は市役所の最寄りの駅又はバス停までの経路及び公共交通機関
　　往　　　　路：
　　復　　　　路：
　　公共交通機関：

様式第３号（第５条関係）
都総政第　　　号　
　年　　月　　日　
　　　　　　　様
都城市長　　　　　　　印　　
都城市インターンシップ等促進補助金交付決定書
　　　年　　月　　日付けで交付申請のあった下記補助金等については、次のとおり交付することに決定したので通知します。
記
１　補助事業等の名称　都城市インターンシップ等促進補助金
２　交付確定額　　　　　　　　円
３　交付決定の内容

　　
４　交付条件
(1)　この補助金は、他の用途に使用してはならない。
(2)　補助事業等が、補助金の交付決定の内容又はこれに付した条件に従って遂行されていないと認められるときは、補助金の全部又は一部を返還させることがある。
(3)　都城市情報公開条例第22条の規定に基づき、補助事業等に係る文書の公開に努めなければならない。
(4)　都城市補助金等交付規則を遵守すること。
(5)　都城市インターンシップ等促進補助金交付要綱を遵守すること。
(6)　都城市暴力団排除条例第５条に規定する市民等の責務を遵守すること。
様式第４号（第５条関係）
第　　　　　号　　
年　　月　　日　　
　　　　　　　　　　様

都城市長　　　　　　　　印　　
都城市インターンシップ等促進補助金交付却下通知書

年　　月　　日付けで提出のありました補助金交付申請書を審査したところ、下記の理由により、却下しましたので、都城市インターンシップ等促進補助金交付要綱第５条の規定により通知します。

記

理由：

様式第５号（第７条関係）
年　　月　　日　　
都城市長　宛て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　　所
氏　　　　　名　　                   eq \o\ac(○,印)
都城市インターンシップ等促進補助金交付請求書
下記の交付決定に基づく都城市インターンシップ等促進補助金を交付くださるよう、下記のとおり請求します。
記
１　補助金等交付決定書　　　　年　　月　　日付け都総政第　　　　　号
２　請求金額　　　　　　　　　金　　　　　　　　　　円
　３　補助金振込先
	金融機関
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